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目的と研究計画 

重力波源候補天体の即時分光データを取得し、
天体までの距離や運動状態などを明らかにする 

研究計画 

•光ファイバーを用いた
面分光ユニットを開発 

•既存の分光器KOOLS

に面分光ユニットを組
み込む 

• 188 cm望遠鏡、3.8 m
望遠鏡で観測 

(大阪市立大学ホームページ
より) 



http://www.asj.or.jp/geppou/contents/2017_01.html  

http://www.asj.or.jp/geppou/contents/2017_01.html
http://www.asj.or.jp/geppou/contents/2017_01.html


CCD交換計画 

• 現CCD (SITe) から浜ホト
CCDにアップグレード 

• 読み出し回路もアップ 
グレード 
 

• 読み出しノイズ低減 
(~11e-  ~4e-) 

• 読み出し時間短縮 
• 長波長側の量子効率向上 



デュワー内部確認 



デュワー内部確認 旧CCD 

特に問題はなさそう 



新CCDを置いてみる 



新CCDを置いてみる 

• CCDがデュワー内に適切に入ることを確認 
• CCD以外を入れて冷却  -100℃まで到達 



新CCD読み出しシステム 

http://atc.mtk.nao.ac.jp/MESSIA/index_manual.html 

•国立天文台 先端技術センターの中屋氏・鎌田
氏と共同開発 (1/16-20、1/30-2/3) 

•読み出し回路をMESSIA5 + MFrontから
MESSIA6 + MFront2へアップグレード  





冷却系の更新 

接触面が銅編み線のままで、熱接触が不安定 





CCDプレートの更新 

ねじが入らない… 



CCDプレートの更新 



まとめ 

• KOOLS-IFUのCCDと読み出し回路の入れ替えを
進行中 
•今のところ大きな問題は起きていない 
•小さな問題は改修してもらっている 

 
•冷却系、CCDプレートを作り直し中 

•安定した冷却が期待できる 
• CCD取り付け、取り外しがより安全・容易に 

先端技術センターに大変お世話になっております 


